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(57)【要約】
【課題】　 既存のタッチパネル内に形成されたエアギ
ャップ領域に位相補償部材や偏光部材を形成し、エアギ
ャップを除去することによって、野外視認性及び視野角
特性を効果的に改善することができるタッチスクリーン
を適用した液晶表示装置を提供する。
【解決手段】　 本発明は、タッチスクリーンを適用し
た液晶表示装置に関し、第１及び第２基板の間に充填さ
れた液晶層からなる液晶パネル層と、前記第１基板の上
部に形成され、その内部に少なくとも１つの位相補償部
材が積層され、外部の圧力によって上部電極と下部電極
が接触することによって接触位置を感知するタッチパネ
ル層とを含み、前記位相補償部材は、前記上部電極と前
記下部電極が互いに接触し得るようにパターニングされ
ることによって、野外視認性及び視野角特性を効果的に
改善することができる効果がある。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１基板と第２基板との間に充填された液晶層からなる液晶パネル層と、
前記第１基板の上部に形成され、その内部に少なくとも１つの位相補償部材が積層され、
外部の圧力によって上部電極と下部電極が接触することによって接触位置を感知するタッ
チパネル層と、を含み、
前記位相補償部材は、前記上部電極と前記下部電極が互いに接触し得るようにパターニン
グされることを特徴とするタッチスクリーンを適用した液晶表示装置。
【請求項２】
前記第１基板は、前記タッチパネル層の下部基板の役割を有することを特徴とする請求項
１に記載のタッチスクリーンを適用した液晶表示装置。
【請求項３】
前記タッチパネル層の内部に前記位相補償部材のパターンと同一にパターニングされた偏
光部材をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のタッチスクリーンを適用した液晶
表示装置。
【請求項４】
前記位相補償部材は、Ａプレート、Ｃプレート、Ａ及びＣプレート、λ／４位相差フィル
ム、λ／２位相差フィルムのうち少なくとも１つで構成されることを特徴とする請求項１
に記載のタッチスクリーンを適用した液晶表示装置。
【請求項５】
前記位相補償部材がＡ及びＣプレートである場合、前記第２基板の下部に偏光板がさらに
形成され、
前記偏光板は、入射光を偏光させる高分子偏光媒質層を中心にして、前記高分子偏光媒質
層の上部表面に形成されたＯＲＴ保護層を備えることを特徴とする請求項４に記載のタッ
チスクリーンを適用した液晶表示装置。
【請求項６】
前記位相補償部材の上部または下部には、前記位相補償部材のパターンと同一にパターニ
ングされた保護膜がさらに追加されることを特徴とする請求項１に記載のタッチスクリー
ンを適用した液晶表示装置。
【請求項７】
前記位相補償部材は、前記液晶パネル層の画素領域と対応する位置に形成されるようにパ
ターニングされることを特徴とする請求項１に記載のタッチスクリーンを適用した液晶表
示装置。
【請求項８】
第１基板と第２基板との間に充填された液晶層からなる液晶パネル層と、
前記第１基板の上部に形成され、その内部に偏光部材が積層され、外部の圧力によって上
部電極と下部電極が接触することによって接触位置を感知するタッチパネル層とを含み、
前記偏光部材は、前記上部電極と前記下部電極が互いに接触し得るようにパターニングさ
れることを特徴とするタッチスクリーンを適用した液晶表示装置。
【請求項９】
前記第１基板は、前記タッチパネル層の下部基板の役割を有することを特徴とする請求項
８に記載のタッチスクリーンを適用した液晶表示装置。
【請求項１０】
前記偏光部材は、前記液晶パネル層の画素領域と対応する位置に形成されることを特徴と
する請求項８に記載のタッチスクリーンを適用した液晶表示装置。
【請求項１１】
前記偏光部材の上部または下部には、前記偏光部材と同一にパターニングされた保護膜が
さらに追加されることを特徴とする請求項８に記載のタッチスクリーンを適用した液晶表
示装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
本発明は、タッチスクリーンを適用した液晶表示装置に関し、より詳細には、野外視認性
及び視野角特性を効果的に改善することができるタッチスクリーンを適用した液晶表示装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
一般的に、画像表示装置としては、通常、エレクトロルミネセンス（Electro-luminescen
ce；ＥＬ）、陰極線管（Cathode Ray Tube；ＣＲＴ）、発光ダイオード（Light Emitting
 Diode；ＬＥＤ）、プラズマディスプレイパネル（Plasma Display Panel；ＰＤＰ）及び
液晶表示装置（Liquid Crystal Display；ＬＣＤ）などが使用されている。
これらのうち液晶表示装置（ＬＣＤ）は、薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor；Ｔ
ＦＴ）が形成されたアレイ基板とカラーフィルタ基板との間に注入されている誘電率の異
方性を有する液晶物質に電界を印加し、この電界の強さを調節し、基板に透過される光量
を調節することによって、所望の画像信号を得る表示装置である。
このような液晶表示装置（ＬＣＤ）は、小型、薄形化及び低電力消耗の長所を有するフラ
ットパネルディスプレイ装置であって、ノート・パソコンのような携帯用コンピューター
、ＯＡ機器、オーディオ／ビデオ機器などに利用されている。
このように構成される液晶表示装置（ＬＣＤ）において映像を表示するとともに、表示さ
れた画面で電気的グラフィック信号を入力するためのディジタイザ（Digitizer）が装着
されるが、このような装置をＥＧＩＰ（Electric Graphic Input Panel）またはタッチパ
ネル（Touch Panel）という。また、前記液晶表示装置（ＬＣＤ）に装着されたディジタ
イザは、タッチスクリーンまたはタブレット（Tablet）とも称する。
【０００３】
昨今、液晶表示装置（ＬＣＤ）技術の飛躍的な発達に伴って、液晶表示素子の高解像度が
実現可能となっている。これにより、高解像度のグラフィック作業が可能になり、ノート
・パソコンでもディジタイザが入力装置として使用されている。
図１は、従来の一実施例に係るタッチスクリーンを適用した液晶表示装置を概略的に示す
断面図である。
図１を参照すれば、従来の一実施例に係るタッチスクリーンを適用した液晶表示装置（Ｌ
ＣＤ）は、通常、横電界スイッチングモード型（In-Plane Switching Mode、ＩＰＳ）液
晶表示装置（ＬＣＤ）であって、互いに対向する第１及び第２基板１、２と、第１基板１
と第２基板２との間に充填される液晶層３からなる液晶パネル層ＬＰと、第１基板１の上
部に順次に形成されたＡ及びＣプレート４、５と、Ｃプレート５の上部に形成された第１
偏光板６と、第２基板２の下部に形成された第２偏光板７と、第１偏光板６の上部に形成
されたタッチパネル８などを含む。
【０００４】
ここで、第１基板１は、カラーフィルタ（Color Filter、Ｃ／Ｆ）基板であって、図示さ
れてはいないが、通常、光漏れを防止するためのブラックマトリクス（Black Matrix、Ｂ
Ｍ：遮光膜）と、色相を具現するための赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のカラー
フィルタ層が形成されている。
第２基板２は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）アレイ基板であって、図示されてはいないが
、前記アレイ基板は、通常、単位画素を定義するゲート及びデータ配線と、前記ゲート及
びデータ配線の交差地点に形成された薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）と、共通電極及び画素
電極がそれぞれ形成されている。
また、タッチパネル８は、例えば、抵抗膜方式のディジタイザであって、上部電極（図示
せず）が形成されたフィルム形態の上部基板８ａと、下部電極（図示せず）が形成された
下部基板８ｂと、上部基板８ａと下部基板８ｂとの間に互いに一定の空間を有するように
形成されたスペイサー８ｃとから構成されている。
【０００５】
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この時、上部基板８ａに指またはペンのような所定の入力手段でいずれか１つの地点に接
触すれば、上部基板８ａに形成された上部電極と下部基板８ｂに形成された下部電極とが
互いに通電され、その位置の抵抗値によって変化した電圧値を読み込んだ後、制御装置で
電位差の変化に基づき、位置座標を探すことができる。
しかし、前述したように構成された液晶表示装置にタッチスクリーンを適用する場合、タ
ッチパネル８の内部に備えられたスペイサー８ｃによるエアギャップが存在し、このため
、表面反射率が増加し、野外視認性が劣化する問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
本発明は、前述した問題点を解決するためになされたもので、その目的は、既存のタッチ
パネル内に形成されたエアギャップ領域に位相補償部材や偏光部材を形成し、エアギャッ
プを除去することによって、野外視認性及び視野角特性を効果的に改善することができる
タッチスクリーンを適用した液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
上記目的を達成するために、本発明の一態様に係るタッチスクリーンを適用した液晶表示
装置は、第１基板と第２基板との間に充填された液晶層からなる液晶パネル層と、タッチ
パネル層を含み、該タッチパネル層は、前記第１基板の上部に形成され、その内部に少な
くとも１つの位相補償部材が積層され、外部の圧力によって上部電極と下部電極が接触す
ることによって接触位置を感知し、前記位相補償部材は、前記上部電極と前記下部電極が
互いに接触し得るようにパターニングされることを特徴とする。
【０００８】
ここで、前記位相補償部材は、１つまたは複数の板または層で形成する。板は、独立的な
構造物が挿入された形態を意味し、層は、下部構造物に蒸着などの方法を利用して積層し
たものを意味する。例えば、１つの板を挿入する場合は、ＡプレートまたはＣプレートを
それぞれ別個で積層することが可能であり、２つの板を挿入する場合は、一緒に積層する
。但し、積層された位相補償部材は、上部電極と下部電極が互いに接触し得るようにパタ
ーニングされる。
【０００９】
前記位相補償部材は、Ａプレート、Ｃプレート、Ａ及びＣプレート、λ／４位相差フィル
ム、λ／２位相差フィルムのうち少なくとも１つで構成される。また、少なくとも１つの
位相補償部材には、追加に偏光部材が形成される。例えば、１つの位相差板（λ／４）と
偏光板をともに追加することなども可能であることを意味する。
【００１０】
一方、位相補償部材がＡ及びＣプレートである場合、前記第２基板の下部に偏光板がさら
に形成される。前記偏光板は、入射光を偏光させる高分子偏光媒質層を中心にして、前記
高分子偏光媒質層の上部表面に形成されたＯＲＴ保護層を備える。
【００１１】
また、前記タッチパネル層は、別途、下部基板を備えることもあるが、第１基板をタッチ
パネル層の下部基板として利用する方がさらに効果を奏する。
【００１２】
一方、エアギャップの厚さによる空間で固定できない場合、保護層を追加的に挟入させ、
エアギャップの厚さで製造する。例えば、エアギャップが３～５μｍで、位相差板は、０
．２μｍ程度である場合、一定の厚さの保護膜を追加することによって、全体的な厚さを
調節することが効果的である。この場合、保護膜は、位相補償部材と同様に上部電極と下
部電極が互いに接触し得るようにパターニングされる。
【００１３】
また、前記位相補償部材が位相差板である場合、前記タッチパネル層は、第１基板の上部
に形成された第１電極と、タッチプレートを備え、該タッチプレートは、前記第１基板の
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上部に一定の間隔で離隔され、前記第１電極と互いに対向するように形成された第２電極
とを備え、前記タッチパネル層はさらに、偏光層を備え、該偏光層は前記第１基板と前記
タッチプレートとの間に形成され、前記第１基板の上部に積層されるとともに、前記位相
差板と同一の形状を有する。
【００１４】
この場合、前記位相差板は、λ／４位相差板フィルムで構成され、前記偏光層は、前記液
晶パネル層の画素領域と対応する位置に設けられる。また、前記偏光層は、フィルム形態
で入射光を偏光させる高分子偏光媒質層からなり、第２基板の下部に偏光板がさらに形成
され、前記偏光板は、入射光を偏光させる高分子偏光媒質層を中心にして両側に一対の保
護層がそれぞれ形成される。
【００１５】
本発明の他の態様に係るタッチスクリーンを適用した液晶表示装置は、第１及び第２基板
の間に充填された液晶層からなる液晶パネル層と、タッチパネル層を備え、該タッチパネ
ルは、前記第１基板の上部に形成され、その内部に偏光部材が積層され、外部の圧力によ
って上部と下部電極が接触することによって接触位置を感知する。前記偏光部材は、前記
上部及び下部電極が互いに接触し得るようにパターニングされることを特徴とする。
【００１６】
前記第１基板は、前記タッチパネル層の下部基板の役割を有する。
【００１７】
前記偏光部材の上部または下部には、パターニングされた保護膜がさらに形成されること
ができ、前記偏光部材は、１つまたは複数の板または層から構成される。
【発明の効果】
【００１８】
以上説明したような本発明のタッチスクリーンを適用した液晶表示装置によれば、既存の
タッチパネル内に形成されたエアギャップ領域に位相補償部材または偏光部材を形成し、
エアギャップを除去することによって、野外視認性及び視野角特性を効果的に改善するこ
とができるという利点がある。
【００１９】
また、本発明はスペイサー工程を別途追加する必要がない。
【００２０】
また、本発明によれば、タッチパネルの内部に位相差補償フィルムまたは偏光板を形成す
ることによって、費用節減効果を得ることができると共に、液晶表示装置の厚さをさらに
薄く形成することができる。また、タッチパネルの内部が媒質で満たされることによって
、表面反射率を効果的に減少させることができるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】従来の一実施例に係るタッチスクリーンを適用した液晶表示装置を概略的に示す
断面図である。
【図２】本発明の第１実施例に係るタッチスクリーンを適用した液晶表示装置を説明する
ための概略的な断面図である。
【図３】本発明の第１実施例に適用したタッチパネル層を説明するための概略的な平面図
である。
【図４】本発明の第２実施例に係るタッチスクリーンを適用した液晶表示装置を説明する
ための概略的な断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
以下、添付の図面を参照して本発明の実施例を詳細に説明する。しかし、下記に例示する
本発明の実施例は、様々な他の形態に変形されることができ、本発明の範囲が下記に説明
する実施例に限定されるものではない。本発明の実施例は、この技術分野における通常の
知識を有する者に本発明をさらに完全に説明するために提供されるものである。
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【００２３】
（第１実施例）
図２は、本発明の第１実施例に係るタッチスクリーンを適用した液晶表示装置を説明する
ための概略的な断面図であり、図３は、本発明の第１実施例に適用されたタッチパネル層
を説明するための概略的な平面図である。
図２及び図３を参照すれば、本発明の第１実施例に係るタッチスクリーンを適用した液晶
表示装置は、液晶パネル層ＬＰを備え、該液晶パネル層ＬＰは、互いに対向する第１基板
１００及び第２基板２００と、第１基板１００と第２基板２００との間に充填される液晶
層３００からなり、前記液晶表示装置は、さらに、第１基板１００の上部に形成されたタ
ッチパネル層４００と、タッチパネル層４００の上部に形成された第１偏光板５００と、
第２基板２００の下部に形成された第２偏光板６００などを備える。
【００２４】
ここで、第１基板１００は、カラーフィルタ基板であって、図示されてはいないが、通常
、光漏れを防止するためのブラックマトリクス（Black Matrix、ＢＭ）と、色相を具現す
るための赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のカラーフィルタ層が形成されている。
第２基板２００は、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）アレイ基板であって、図示されてはいな
いが、該アレイ基板は、通常、単位画素を定義するゲート及びデータ配線と、前記ゲート
及びデータ配線の交差地点に形成された薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）と、共通電極及び画
素電極がそれぞれ形成されている。
【００２５】
液晶層３００は、第１基板１００と第２基板２００との間に注入されており、液晶分子の
長軸方向と短軸方向の屈折率が異なる複屈折性を有する。このような複屈折性に応じて液
晶表示装置を見る位置によって屈折率の差異が生ずるため、直線偏光された光が液晶を通
過しながら偏光状態が変わる時に位相差が生じ、正面から脱した位置で見る時の光の量と
正面で見る時の光の量が異なる。
【００２６】
したがって、液晶物質を利用する液晶表示装置は、視野角によってコントラスト比（Cont
rast Ratio）の変化、色ずれ（Color Shift）、階調反転（Gray Inversion）などの現象
が発生し、所望しない光漏れが生じる。
【００２７】
このような問題点を解決するために、液晶パネル層ＬＰで発生する位相差を補償する方法
として位相差補償フィルムを使用する。本発明の第１実施例に係る液晶表示装置は、液晶
層３００の平面的な屈折率の差異を補償するためのＡプレート４３０と、液晶層３００の
垂直的な屈折率の差異を補償するためのＣプレート４４０をタッチパネル層４００の内部
に形成することを主な特徴とする。
【００２８】
すなわち、タッチパネル層４００は、上部及び下部基板４１０、４２０と、Ａ及びＣプレ
ート４３０、４４０を備え、該Ａ及びＣプレート４３０、４４０は、上部及び下部基板４
１０、４２０の間に形成され、下部基板４２０の上部に順次に積層されている。
【００２９】
ここで、タッチパネル層４００は、既存のタッチパネル８（図１参照）と同様に、抵抗膜
方式のディジタイザであって、上部電極４１５（図３参照）が形成されたフィルム形態の
上部基板４１０と、下部電極４２５（図３参照）が形成された下部基板４２０と、上部基
板４１０と下部基板４２０との間に順次に形成されたＡ及びＣプレート４３０、４４０と
で構成されている。
【００３０】
上部電極４１５及び下部電極４２５は、多数の金属配線が互いに交差したところにおいて
、一定の間隔で隔離配列された格子形状に形成される。上部電極４１５は、ゲートライン
と同一の方向に形成されることが好ましく、下部電極４２５は、データ配線と同一の方向
に形成されることが好ましい。
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【００３１】
このような上部電極４１５及び下部電極４２５は、例えば、インジウム－錫－オキサイド
（Indium Tin Oxide；ＩＴＯ）またはインジウム－亜鉛－オキサイド（Indium Zinc Oxid
e ；ＩＺＯ）のように光の透過率が比較的優れた透明導電性金属を材料として使用して形
成される。
【００３２】
Ａ及びＣプレート４３０、４４０は、液晶パネル層ＬＰで発生する位相差を補償するため
の補償フィルムであって、液晶の屈折率は、ｎｘ、ｎｙ、ｎｚの３つのベクトルで表示さ
れる。Ａプレート４３０は、ｎｘとｎｙ、すなわち平面的な屈折率の差異を補償するため
のフィルムであり、Ｃプレート４４０は、ｎｚとｎｙ、すなわち垂直的な屈折率の差異を
補償するためのフィルムである。
【００３３】
また、Ａ及びＣプレート４３０、４４０は、前述した従来のタッチパネル８の内部に備え
られたスペイサー８ｃ（図１参照）と同一の役割を有する。
このようなＡ及びＣプレート４３０、４４０の位相差値は、液晶モードによって変更され
る。一方、図３に示されたように、Ａ及びＣプレート４３０、４４０は、液晶セル領域、
すなわち画素領域Ｐと対応する位置に形成されることが好ましい。
【００３４】
すなわち、Ａ及びＣプレート４３０、４４０は、いずれもタッチパネルの内部に形成する
ことができるので、費用節減効果を得ることができる。また、タッチパネルの内部が媒質
で満たされることによって、表面反射率を減少させ、野外視認性を効果的に改善すること
ができる。
【００３５】
また、内部位相差板、すなわちＡ及びＣプレート４３０、４４０をＩＴＯ配線で、すなわ
ち上部電極４１５及び下部電極４２５の内側にだけ形成されるようにパターニングなどを
行うことによって、上部電極４１５と下部電極４２５は、接触によってＩＴＯコンタクト
が可能になる。前記パターニングは、例えば、内部位相差板にフォトリソグラフィ方式な
どを利用して行うことが可能である。
【００３６】
前述したように構成されたタッチパネル層４００の上部基板４１０に指またはペンのよう
な所定の入力手段でいずれか１つの地点に接触すれば、上部基板４１０に形成された上部
電極４１５と下部基板４２０に形成された下部電極４２５とが互いに通電され、その位置
の抵抗値によって変化した電圧値を読み込んだ後、制御装置で電位差の変化によって位置
座標を探すことができる。
【００３７】
また、第１及び第２偏光板５００、６００は、液晶パネル層ＬＰの最外郭にそれぞれ付着
される延伸タイプのフィルムであって、ＴＡＣ（Triacetate Cellulose：三酢酸セルロー
ス）フィルム、ＰＶＡ（Poly Vinyl Alcohol：ポリビニルアルコール）フィルム、保護フ
ィルム、離型フィルムなど多重のフィルムからなる。第１及び第２偏光板５００、６００
は、３６０゜全方向の振動面を有している自然光を一定方向の振動面を有する光のみ透過
させ、残りの光は吸収し、偏光された光を提供する役割を有する。
さらに具体的に説明すれば、第１偏光板５００は、基本構成は多層で形成されていて、そ
の中心には、入射光を偏光させる高分子偏光媒質層５００ａが位置し、高分子偏光媒質層
５００ａの両側には、支持体である第１及び第２保護層５００ｂ、５００ｃがそれぞれ形
成されている。
【００３８】
一方、第１及び第２保護層５００ｂ、５００ｃは、例えば、ＴＡＣ（Triacetate Cellulo
se）膜などで形成可能である。前記ＴＡＣ膜は、他の種類の補償膜によって代替可能であ
る。
また、第２偏光板６００は、基本構成は多層で形成されていて、その中心には、入射光を
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偏光させる高分子偏光媒質層６００ａが位置し、高分子偏光媒質層６００ａの上部表面に
第３保護層６００ｂが付着され、高分子偏光媒質層６００ａの下部表面に第４保護層６０
０ｃが付着される。
この時、第３保護層６００ｂは、Ａプレート４３０とＴＡＣ膜の役割も担う。すなわち、
第３保護層６００ｂは、ＯＲＴ（Zero Retardation ＴＡＣ）を意味する。
第４保護層６００ｃは、第１及び第２保護層５００ｂ、５００ｃと同様に、ＴＡＣ（Tria
cetate Cellulose）膜などで形成可能である。前記ＴＡＣ膜は、他の種類の補償膜によっ
て代替可能である。
【００３９】
また、第１偏光板５００の光透過軸は、第２偏光板６００の光透過軸に対して９０度の角
度を有する。
一方、前述した本発明の第１実施例では、液晶パネル層ＬＰの第１基板１００の上面にタ
ッチパネル層４００の下部基板４２０を配置したが、この配置に限定されず、下部基板４
２０を除去したタッチパネル層４００を第１基板１００の上面にすぐ付着することもでき
る。すなわち、タッチパネル層４００の下部基板４２０を液晶パネル層ＬＰの第１基板１
００にも代替可能である。
【００４０】
（第２実施例）
図４は、本発明の第２実施例に係るタッチスクリーンを適用した液晶表示装置を説明する
ための概略的な断面図である。
図４を参照すれば、本発明の第２実施例に係るタッチスクリーンを適用した液晶表示装置
は、液晶パネル層ＬＰを備え、該液晶パネル層ＬＰは、互いに対向する第１及び第２基板
１０００、２０００と、第１基板１０００と第２基板２０００との間に充填される液晶層
３０００から構成される。前記液晶表示装置は、さらに、第１基板１０００と液晶層３０
００との間に介在される第１位相差板４０００と、第１基板１０００の上部に形成された
第２位相差板５０００と、第２位相差板５０００の上部に形成された偏光層６０００と、
偏光層６０００の上部に形成されたタッチプレート７０００と、第２基板２０００の下部
に形成された偏光板８０００などを備える。
【００４１】
ここで、第１基板１０００、第１位相差板４０００、偏光層６０００及びタッチプレート
７０００は、前述した本発明の第１実施例に適用されたタッチパネル層４００（図２参照
）と同一の機能を有するもので、タッチプレート７０００は、タッチパネル層４００の上
部基板４１０（図２参照）に該当する機能を有し、上部電極４１５（図３参照）と同一の
上部電極（図示せず）が形成されている。
【００４２】
また、第１基板１０００は、前述した本発明の第１実施例に適用されたタッチパネル層４
００の下部基板４２０（図２参照）と液晶パネル層ＬＰの第１基板１００（図２参照）の
機能をともに有する。
すなわち、第１基板１０００は、カラーフィルタ基板であって、図示されてはいないが、
通常、光漏れを防止するためのブラックマトリクス（Black Matrix、ＢＭ）と、色相を具
現するための赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のカラーフィルタ層が形成されてい
る。また、第１基板１０００の上面には、タッチパネル層４００の下部基板４２０と同様
に、下部電極（図示せず）が形成されている。
【００４３】
また、第１及び第２位相差板４０００、５０００は、光の偏光状態を変える機能を有する
。例えば、第１及び第２位相差板４０００、５０００は、λ／４（λ＝５５０ｎｍ）に該
当する位相差を有するもの（Quarter Wave Plate；ＱＷＰ）を利用して、入射された円偏
光を直線偏光に、直線偏光を円偏光に変えるλ／４位相差フィルムを使用することが可能
である。または、円偏光を円偏光に、直線偏光を直線偏光に一定の角度で回転させるλ／
２位相差フィルムを使用することも可能である。λ／４位相差フィルムとλ／２位相差フ
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ィルムを一緒に使用することもできる。
【００４４】
この時、前記λ／４位相差フィルムは、通過する光の位相をλ／４だけ遅延させ、前記λ
／２位相差フィルムは、通過する光の位相をλ／２だけ遅延させる機能を有する。
偏光層６０００は、フィルムの形態で第２位相差板５０００の上部表面に配置され、入射
光を偏光させる高分子偏光媒質層から構成される。
この時、偏光層６０００の上部表面、偏光層６０００と第２位相差板５０００との間及び
／または第２位相差板５０００と第１基板１０００との間に保護フィルム（図示せず）を
配置することも可能である。
【００４５】
一方、第１基板１０００とタッチプレート７０００との間に形成された第２位相差板５０
００及び偏光層６０００は、液晶パネル層ＬＰの画素領域Ｐ（図３参照）と対応する位置
に形成されることが好ましい。
【００４６】
偏光板８０００は、本発明の第１実施例に適用された第１偏光板５００と同一の構造とな
っており、その中心には、入射光を偏光させる高分子偏光媒質層８０００ａが位置し、高
分子偏光媒質層８０００ａの両側には、支持体である第１及び第２保護層８０００ｂ、８
０００ｃがそれぞれ形成されている。
【００４７】
一方、第１及び第２保護層８０００ｂ、８０００ｃは、例えば、ＴＡＣ（Triacetate Cel
lulose）膜などにより構成される。前記ＴＡＣ膜は、他の種類の補償膜によって代替可能
である。
なお、参照符号９０００は、低反射層である無反射（Anti-Reflection、ＡＲ）表面処理
されたコーティング層であって、タッチプレート７０００の上部に形成されている。
【００４８】
この時、前記無反射（ＡＲ）表面処理は、互いに異なる無機誘電物質を多重にコーティン
グし、入射光と反射光との間に互いに相殺干渉が発生するようにして反射光を減少させる
方法である。このような無反射（ＡＲ）処理方法としては、大きく分けて、光学設計され
た屈折率が異なる多数の種類の金属酸化物を蒸着によってマルチコーティングする方法や
、フッ素化合物などの低屈折率材料を偏光板表面に塗布する方法が挙げられる。
【００４９】
特に、前記蒸着によってマルチコーティングする方法は、低屈折率材料の塗布法に比べて
処理費用が高いが、表面反射率を低減することが可能であり、性能的に有利である。
以上、本発明によるタッチスクリーンを適用した液晶表示装置の好ましい実施例について
説明したが、本発明は、これに限定されるものではなく、特許請求範囲と発明の詳細な説
明及び添付の図面の範囲内で様々に変形して実施することが可能であり、これも本発明に
属する。
【００５０】
例えば、本発明の実施例では、通常の横電界スイッチングモード型液晶表示装置にタッチ
スクリーンを適用したが、これに限定されず、多様な液晶モード、例えば、ネマチック液
晶を利用したＯＣＢ（Optically Compensated Birefringence）モード、ＶＡＮ（Vertica
lly Aligned Nematic）モードまたはＨＡＮ（Hybrid Aligned Nematic）モードを含めた
ＦＦＳ（Fringe Field Switching）モードなどすべての液晶表示装置に適用可能である。
【符号の説明】
【００５１】
１００　　第１基板
２００　　第２基板
３００　　液晶層
４００　　タッチパネル層
４１０　　上部基板
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４２０　　下部基板
４３０　　Ａプレート
４４０　　Ｃプレート
５００　　第１偏光板
５００ａ　高分子偏光媒質層
５００ｂ　第１保護層
５００ｃ　第２保護層
６００　　第２偏光板
６００ａ　高分子偏光媒質層 
６００ｂ　第３保護層
６００ｃ　第４保護層

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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摘要(译)

通过在现有触摸面板中形成的气隙区域中形成相位补偿构件或偏振构件
并去除气隙，可以有效地改善室外可见度和视角特性的触摸。 提供了一
种应用了屏幕的液晶显示装置。 液晶显示装置技术领域本发明涉及一种
应用了触摸屏的液晶显示装置，以及一种液晶面板层，其包括填充在第
一基板和第二基板之间的液晶层，以及形成在第一基板上的液晶面板
层。 在内部层叠有至少一个相位补偿构件，并且包括通过外部压力通过
使上电极和下电极接触来感测接触位置的触摸面板层，并且该相位补偿
构件包括上电极和下电极。 被图案化使得它们可以彼此接触，具有可以
有效地改善视野可见性和视角特性的效果。 [选择图]图2
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